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陽
光
建
設
(
仙
台
市
〉

政
府
が
進
め
る
「
働
き
方
改

革
」
を
受
け
、
各
業
界
で
労
働

時
間
削
減
の
機
運
が
高
ま
る

中
、
陽
光
建
設
(
仙
台
市
邑

上
和
也
代
表
取
締
役
)
は
、
工

事
の
生
産
性
向
上
に
よ
る
休
日

の
確
保
を
進
め
て
い
る
。
宮
城

県
登
米
市
の
法
面
工
事
の
現
場

法
面
工
事
で
高
効
率
足
場
を
初
採
用

で
は
、
高
効
率
の
ユ
ニ
ッ
ト
足

場
を
同
社
で
初
採
用
し
、
従
来

2
カ
月
必
要
な
仮
設
足
場
の
工

事
を
1
カ
月
に
短
縮
。

4
週
8

休
実
現
に
向
け
た
試
み
を
実
践

し
て
い
る
。

採
用
し
た
足
場
は
日
綜
産
業

製
の
「
法
面
作
業
構
台
マ
ル
チ

ア
ン
グ
ル
工
法
」
。

ワ
ン
タ
ッ
チ
式
の
ク

サ
ビ
式
ク
ラ
ン
プ
の

た
め
、
ハ
ン
マ
ー
ー

本
で
簡
単
に
組
立
・

解
体
で
き
る
。
こ
の

ほ
か
マ
組
み
立
て

後
、
重
機
に
よ
る
振

動
で
ク
サ
ビ
が
緩
ま

な
い
マ
斜
面
施
工
時

に
転
倒
防
止
用
の
作

業
員
が
不
要
で
4
点

を
一
度
巳
固
め
ら
れ

る
新
型
フ
レ
ー
ム

工期短縮で働き方改革

マ
打
ち
込
み
・
角
度
自
在
・
固

定
な
ど
あ
ら
ゆ
る
地
盤
状
態
に

対
応
で
き
る
ベ

l
ス
部
マ
人
手

で
の
運
搬
が
可
能
な
サ
イ
ズ
・

重
量
の
部
材
ー
な
ど
の
特
長
が

あ
り
、
安
全
性
と
施
工
性
が
高

い
シ
ス
テ
ム
足
場
と
な
っ
て
い

る

(
N
E
T
-
s
登
録
済
み
)
。

採
用
現
場
は
宮
城
県
発
注

で
、
県
道
沿
い

ω崩
壊
し
た
法

面
(
施
工
延
長
花
・

2
M
)
の

復
旧
を
行
う
「
丸
森
災
害
防
除

工
事
」
。
施
工
地
は
登
米
市
東

和
町
錦
織
地
内
で
、
工
事
概
要

は
吹
付
枠
工
(
梁
断
面
3
0
0

×
3
0
0
)
1
5
9
6
平
方

M
、

吹
付
枠
工
(
梁
断
面
6
0
0
×

6
0
0
)
2
7
1
8
平
方
討
、
、

鉄
筋
挿
入
エ
(
D
日

L
H
3
・

O
M
)
4
7
8
本
、
ア
ン
カ
ー

工

(
L
H
国
・
部

i
u
・
回
肘
)

2
2
0
本
、
足
場
工
(
ア
ン
カ
ー

初
導
入
し
た
作
業
足
場
で
の
ア

ン
カ
ー
施
工
の
様
子

足
場
)
6
1
5
0
空
立
法
抗
、

ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
吹
付
2
6
8

立
方
討
。
工
期
は
3
月
初
日
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。

7
日
に
は
報
道
機
関
向
け
の

現
場
見
学
会
を
開
催
。
現
場
事

務
所
で
工
事
の
説
明
を
行
っ
た

後
、
初
採
用
し
た
足
場
で
、
約

日
討
の
グ
ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
を

施
工
す
る
様
子
を
公
開
し
た
。

現
場
代
理
人
の
佐
々
木
健
所

長
は
導
入
し
た
足
場
に
つ
い
て

「
工
期
順
守
と
施
工
時
の
見
栄

え
が
良
い
た
め
導
入
し
た
。
単

管
足
場
だ
と
施
工
に
ロ
人
・

2

カ
月
か
か
る
と
こ
ろ
が
、

6
人・

1
カ
月
で
済
ん
だ
ほ
か
、
作
業

床
も
フ
ラ
ッ
ト
で
、
隙
聞
が
無

い
。
整
理
さ
れ
た
作
業
空
間
は

安
全
な
上
、
見
る
人
に
良
い
印

象
を
与
え
ら
れ
る
」
と
話
し
て

い
た現

場
見
学
に
駆
け
つ
け
た
石

崎
正
剛
施
工
・
安
全
部
長
は
「
同

現
場
で
は
U
A
V
に
よ
る
写
真

測
量
な
ど
も
行
い
、
安
全
・
生

産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
働
き
方
改
革
に
寄
与
す
る

製
品
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

受
注
し
た
隣
の
工
区
に
生
か
し

て
い
き
た
い
」
と
今
後
も
新
技

術
導
入
に
よ
る
生
産
性
向
上
を

進
め
て
い
く
と
述
べ
た
。
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設
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台
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マルチアングル工法の現場

法
面
保
護
工
法
に
強
み
-
を
持
つ
陽
光
建
設
(
本
社
U
宮
城
県
仙
台
市
、
邑
止
和

也
社
長
)
と
日
綜
産
業
は
こ
の
ほ
ど
、
宮
城
県
登
米
市
の
「
丸
森
災
害
防
除
工
事
」

の
見
学
会
で
日
綜
産
棄
の
謹
田
作
業
構
台
「
マ
ル
チ
ア
ン
グ
ル
工
法
」
を
全
面
的

に
使
用
し
た
現
場
を
公
開
し
た
。
永
久
的
な
法
面
対
策
で
は
「
大
一
規
模
ほ
ど
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
」
(
陽
光
建
設
の
石
崎
正
剛
一
塾
行
投
号
と
言
い
、
今
回
の
工
事

で
は
同
工
法
が
約
2
0
0ゾ
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
解
体
工
期
が
早
之
、
人
手
も

従
来
の
半
分
で
済
む
」
(
同
)
と
い
う
同
工
法
は
、
安
全
性
の
確
保
と
と
も
に
人

手
不
足
に
噛
む
建
語
現
場
に
画
期
的
な
ア
イ
テ
ム
と
な
り
そ
う
だ
。

大
規
模
工
事
に
メ
リ
ッ
ト

腸
光
雄
瞳
が
探
用
レ
た
一
号
K
T
1
1
6
0
1
3
6
3接
融
躍
す
Q
構
概
構

作
業
費
用
ユ
ニ

y
ト

足

丁
A
)
は
、
白
幡
聾
県
が
や
、
来
一
口
入
れ
梢
台
用
と

場
「
マ
ル
チ
ア
ン
グ
ル
士
一
ア
ン
カ
ー
工
事
宝

T
リ
し
て
使
用
す
る
足
羽
と
し

ECNET-s登
録
番
一
ン
ク
工
事
で
の
削
乱
横
な

一て
、
約
同
年
前
に
聞
事
レ

の
特
長
は
、

一
・
0
8
N
H
4
7
8本、

卜
ラ
ス
ビ
ー
ム
と
テ
レ
ス
コ
根
太
尋
ヲ
ト
②
平
坦
な
足
場
で
安
全
性
確
保
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l
シ
ヨ
ン
の

一
付
け
る
o

同
社
で
は
弓
ク

た
ク
サ
ビ
式
足
場
支
保
工

一
接
地
部
に
①
打
ち
込
み
タ

一多
い
場
所
で
も
多
一
様
様
な
接
一
イ
ツ
ク
デ
ツ
キ
』
に
続
く

のりニ一ヲヅソ
1
3
8
シ
ス
テ

一イ
プ
②
角
度
自
在
タ
イ
プ

一地
部
材
で
柔
軟
に
対
応
可
一
童
話
と
し
て
、
今
後
さ

ム
の
利
点
を
活
用
し
、
新

一
③
フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
|
|
一能
で
か
つ
各
部
材
は
軽
量
一
ら
に
拡
販
が
目
指
す
」
方

開
発
し
た
製
画
。
、

一
を
用
意
し
柔
軟
に
対
応
し

一
・
最
少
隈
の
大
き
さ
に
よ
一
針
。

こ
れ
ま
で
単
一
管

+
2
1
一
て
い
る
。

一り
入
手
に
よ
る
運
搬
が
可
十

ン
プ
で
手
聞
と
時
聞
を
か
一
現
場
作
業
を
担
当
す
る

一一
能
。
手
す
り
、
幅
木
が
設
一

け
て
製
作
レ
て
い
?
構
台
一
右
員
組
(
本
社
日
山
形
県

一置
で
き
る
た
め
安
全
性
と
一

足
場
を
、
ょ
の
簡
単
で
安
富
市
、
有
賀
哲
量
)
一震
性
の
向
上
に
も
章
一

全
に
施
工
・
盛
替
え
で
き
一
の
蛸
井
寿
昭
・
常
務
取
締
一
す
る
。
シ
ス
テ
ム
式
で
構
一

る
よ

h2L改
良
。
法
面
は
一
役
は
マ
ル
チ
ア
ン
グ
ル
工

一台
の
盛
り
替
え
も
楽
に
で

一

さ
ま
ざ
ま
な
材
質
(
コ
ン
一
法
つ
い
て
「
出
来
栄
え
、

一き
る
。

一

ク
リ
l
ト
・
土
質
な
ど
)
存
業
安
全
性
、
効
率
性
の

一

今
回
の
工
事
内
容
は
施

一

で
あ
り
、
現
場
に
よ
っ
て
一
良
さ
が
確
証
で
き
た
」
と

一
工
事
長
L
H司・
2
M、吹
一

強
度
計
尊
や
図
面
が
変
わ

一利
点
を
語
る
。

一付
枠
工
(
梁
断
面
3
0
0
一

っ
て
く
る
が
、
同
工
法
は

一

マ
ル
チ
ア
ン
グ
ル
工
法

一
×
3
0
0
)
A
H
1
5
9
一

6
平
方
M
(
L
H
1
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8
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(
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0
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(
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0
立
方
針
な
ど
。
工
期
は
3
一

れ

て

い

る

。

決

定

し

た

中

、

「

次

の

工

事

で

も

月
初
日
ま
で
、

1
月
末
現
在
一
陽
光
建
設
は
、
ド
ロ
l
ン
に
よ
一こ
の
工
法
を
生
か
し
技
術
を
確
立

の
進
捗
率
は
約
加
%
と
な
っ

一る
現
地
撮
影
や
左
右
2
ブ
ロ
ッ
ク
一し
て
い
け
ば
、
今
後
の
法
面
業
界

て

い

る

。

一

に

分

け

て

の

同

時

施

工

な

ど

、

工

一に
お
い
て
1
つ
の
イ
ノ
べ

l
シ
ョ

当
初
、
足
場
は
単
管
を
使
一
程
短
縮
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
創
一ン
と
な
り
得
る
と
思
う
」
と
展
望

用
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
陽
一
意
工
夫
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
一す
る
。

光
建
設
は
大
規
模
な
法
面
工
一
の
一
環
と
し
て
採
用
し
た
同
工
法
-

足
場
工
事
を
手
掛
け
る
有
賀
組

事
を
工
期
内
に
完
了
さ
せ
る
一
に
つ
い
て
、
現
場
代
理
よ
の
佐
々
一
(
山
形
県
鶴
岡
市
)
の
蛸
井
寿
昭

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
法
を
一
木
健
氏
は
「
通
常
の
単
管
足
場
で
一常
務
も
「
工
期
も
職
人
も
単
管
の

検
討
し
た
結
果
、
マ
ル
チ
ア
一
施
工
し
た
場
合
、
こ
の
面
積
を
組
一半
分
で
済
ん
だ
。
後
施
工
と
な
る

ン
グ
ル
工
法
に
H

白
羽
の
矢
乙
む
の
に
2
カ
月
以
上
掛
か
る
が
、
一
ア
シ
カ
l
や
法
面
工
事
で
の
作
業

を

立

て

た

。

一

1
カ
月
ほ
ど
で
組
ん
で
も
ら
え
一
性
の
良
さ
も
実
証
で
き
た
」
と
効

同
工
法
は
、
法
面
の
ア
ン
一
た
。
見
栄
え
も
良
い
」
と
効
果
を
一果
を
指
摘
し
つ
つ
H

見
栄
え
u

の

ル
工
法
」
が
採
用
さ
れ
、
工
期
短
一カ
l
工
事
な
ど
で
機
械
構
台
や
乗
一語
る
。

一良
さ
に
つ
い
て
「
公
共
工
事
の
イ

縮
や
安
全
性
の
向
上
な
ど
で
成
果
一り
入
れ
構
台
と
し
て
使
用
す
る
ユ

一

石
崎
正
剛
執
行
役
員
施
工
・
安
一メ
l
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
の

を
上
げ
て
い
る
。

一
ニ
ッ
ト
足
場
。
豊
富
な
実
績
を
誇
一全
部
長
も
「
足
場
設
備
の
ル
l
ル
一で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

同
工
事
は
、
県
道
・
東
和
薄
衣
一る
ク
サ
ピ
式
足
場
支
保
工
の
ニ
ッ

一が
厳
格
化
さ
れ
た
中
、
こ
の
足
場
一
施
工
関
係
者
か
ら
工
期
短
縮
と

一線
沿
い
の
登
米
市
東
和
町
錦
織
地
一・ソ
l
3
Sシ
ス
テ
ム
を
ペ

l
ス
に
一に
は
ほ
ぼ
隙
聞
が
な
く
フ
ラ
ッ
ト
一省
力
化
、
安
全
性
と
施
工
性
の
向

陽
光
建
設
(
仙
台
市
、
邑
よ
和
一内
に
あ
る
傾
斜
地
が
た
び
た
び
崩
一多
彩
な
新
部
材
を
組
み
合
わ
せ
、

一で
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
安
全
性
一上
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
高
い
評
価

也
社
長
)
が
、
宮
城
県
登
米
市
内
一落
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
恒
久
的
一法
面
工
事
に
お
け
る
安
全
性
や
施
一
と
施
工
性
の
向
上
に
加
え
、
王
期
一を
得
て
い
る
マ
ル
チ
ア
ン
グ
ル
工

で
施
工
し
て
い
る
県
発
注
の
丸
森
一な
対
策
を
鰐
じ
る

0

・概
要
は
、
施
一工
性
を
向
上
さ
せ
た
。

2
0
1
7
一
短
縮
に
よ
り
働
き
方
改
革
に
も
寄
一
法
は
、
法
面
工
事
に
お
け
る
足
場

災
害
防
除
工
事
に
、
日
綜
産
業
の
一工
延
長
叩
・

2
M、
吹
付
枠
工
4
一年
3
月、

N
E
T
-
S
(新
技
術
一
与
で
き
る
工
法
だ
」
と
高
く
評
価
。

一の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
今
後
活

法
面
作
業
構
台
「
マ
ル
チ
ア
ン
グ
一3
1
4平
方

M
。
足
場
工
6
1
5
一情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
)
に
登
録
さ
一
隣
接
個
所
の
法
面
工
事
の
落
札
も
一用
が
広
が
り
そ
う
だ
。
ー

法面工事の工期短縮に効果

日綜産業・マルチアングル工法
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宮
城
県
登
米
市

で
現
場
見
学
会

軽
仮
設
機
材
メ
ー
カ
ー
-
日
綜
産
業

(
本
社
・
東
京
都
中
央
区
、
社
長
・
小

1

野
大
氏
)
の
N
E
T
-
s登
録
技
術
で

欄
あ
る
法
面
作
業
構
台
「
マ
ル
チ
ア
ン
グ

蹴
ル
工
法
」
が
、
建
設
現
場
の
生
産
性
向

欄
上
や
工
期
短
縮
、
人
手
不
足
緩
和
な
ど

鰍
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
同

糊
工
法
を
採
用
す
る
道
路
法
面
工
事
の
見

欄
学
会
が
行
わ
れ
、
施
工
す
る
陽
光
建
設

醐

(
本
社
・
仙
台
市
、
社
長
・
邑
上
和
也

糊
氏
)
が
現
場
隼
芝
公
開
。
同
工
法
を

糊
採
用
し
た
経
緯
や
倒
き
方
改
革
μ

ヘ

欄
の
取
り
組
み
な
ど
を
語
っ
た
。

同
工
法
は
斜
面
・
法
面
工
事
に
お
い

現
場
の
大
小
を
問
わ
ず
状
況
に

応
じ
た
柔
軟
な
組
立
が
可
能

日締産業の;Zニャト足場L制時 党混列阻法J

凸
凹
感
が
な
く
見
た
目
も

美
し
い
足
場

制

努

同

時

緩

醗

F必

幾

緩

怒

滋

護

射

宮

運
搬
が
可
能
」
「
構
台
の
盛
替
え
が
容
効
率
も
向
上
し
た
」
と
採
用
効
果
を
解

一

易
」
な
ど
の
特
長
を
持
ち
、
工
期
短
縮
説
。
ま
た
同
社
石
崎
正
剛
施
工
・
安
全

一

を
実
現
。
さ
ら
に
改
良
を
重
ね
開
発
し
部
長
は
「
固
定
金
具
が
一
体
化
し
て
お

…

た
各
種
部
材
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
豊
富
り
、

単
管
足
場
組
立
時
の
よ
う
な
ヲ
ョ

一

で
、
多
様
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
接
地
イ
ン
ト
金
具
の
落
下
事
故
も
な
く
安

…

面
地
盤
を
は
じ
め
事
の
状
況
、
規
模
全
。
白

の

な

い

襲

五

の

互

に
対
応
し
た
柔
軟
な
足
場
組
立
が
行
え
栄
え
が
よ
く
、
公
共
工
事
の
イ
メ
ー
ジ

一

る
。

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
」
と
し
た
上
で

…

採
用
さ
れ
た
現
場
は
宮
城
県
発
注
の
「
建
設
業
は
今
、
働
き
方
改
革
へ
の
対

…

丸
森
災
害
防
除
工
事
(
施
工
地
・
宮
城
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

県
登
米
市
東
和
町
錦
織
地
内
、
施
工
延
今
回
初
採
用
し
た
マ
ル
チ
ア
ン
グ
ル
工

長
H
苅・

2
M
)
で、

県
道
に
沿
っ
た
法
は
工
期
短
縮
、
生
産
性
向
上
に
寄
与

法
面
の
崩
壊
に
伴
う
復
旧
工
事
。
格
子
で
き
る
法
面
業
界
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

状
の
吹
付
法
枠
の
交
点
に
約
四
M
の
グ
技
術
。
こ
の
現
場
で
得
た
成
果
を
次
の

ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
を
打
ち
込
み
地
山
安
現
場
で
も
活
用
・
確
立
し
な
が
ら
、
会

社
と
し
て
安
全
施
工
、
現
場
の
時
短
に

一
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ

た

働
き
方
改
革
に
寄
与

建
設
業
の
生
産
性
向
上
な
ど

て
ア
ン
カ
ー
工
や
ボ
ー
リ
ン
グ
工
で
使
定
を
図
る
ア
ン
カ
ー
工
に
お
い
て
、
削

用
す
る
削
孔
機
・
ボ
ー
リ
ン
グ
機
轡
生
孔
機
を
設
置
す
る
作
業
構
台
と
し
て
使

設
置
す
る
機
械
構
台
や
、
乗
り
入
れ
構

用
。
昨
年
日
月
か
ら
約
2
0
0
J、
延

台
と
し
て
使
用
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
足
場
。

ベ
6
1
5
0空
立
方
M
投
入
さ
れ
、
・工

固
定
部
材
を
シ
ス
テ
ム
ル
出
し
た
こ
と
で
事
は
来
月
下
旬
完
工
を
目
指
し
順
調
に

隼
荏
・
安
全
性
が
格
段
に
向
上
し
、

推
移
し
て
い
る
。

単
管
と
グ
ラ
ン
プ
、
番
線
で
組
ん
で
い
現
場
代
理
人
の
陽
光
建
設
・
佐
々
木

た
従
来
の
墾
ロ足
場
に
比
べ
「
ハ
ン
マ
健
所
長
は
「
工
期
短
縮
が
大
き
な
メ
リ

1
1本
で
組
立
・
解
体
が
可
能
」
「
組
ッ
ト
。
従
来
の
単
管
足
場
に
比
べ
て
組

立
後
、
削
孔
機
な
ど
に
よ
る
振
動
で
も
立
時
の
工
期
、
人
員
と
も
半
分
で
済
ん

ク
サ
ピ
が
緩
ま
な
い
」
「
人
手
に
よ
る
だ
。
作
業
床
が
フ
ラ
ッ
ト
な
た
め
作
業

フ
ラ
ッ
ト
な
作
業
床
で
削
孔

作
業
は
安
全
か
つ
高
効
率
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十
高
効
率
化
、
工
期

鍬

短

縮

を

実

現

釦

陽

光

建

設

日
丸
森
災
害
防
除
工
事

H
J
 

ン
宮
城
県
が
発
注
し
た

打
登
米
市
の
丸
森
災
害
防

ル
除
工
事
(
施
工
・
陽
光

「
一
建
設
)
で
日
綜
産
業
の

酎
法
面
作
業
構
台
「
マ
ル

綜
チ
ア
ン
グ
ル
工
法
」
が

日
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ユ

ニ
ッ
ト
足
場
で
高
効
率
化
を

実
現
し
、
従
来
2
か
月
必
要

な
仮
設
足
場
工
事
の
工
期
を

半
分
に
短
縮
す
る
実
績
を
あ

げ、
4
週
8
休
実
現
に
向
け
た

「
働
き
方
改
革
」
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
。

丸
森
災
害
防
除
工
事
は
、

県
道
東
和
薄
衣
線
沿
い
の
登

米
市
東
和
町
錦
織
地
内
に
あ

る
傾
斜
地
の
度
重
な
る
崩
落

地
の
恒
久
対
策
と
し
て
計

画
。
工
事
概
要
は
、
法
面
施

工
延
長
%
・

2
M、
足
場
工

6
1
5
0立
方
折
、
吹
付
工

4
3
1
4平
方
抗
、
鉄
筋
挿

入
工

4
7
8本
、
ア
ン
カ
ー

工
2
2
0本
、
現
場
吹
付
(
ソ

イ
ル
セ
メ
ン
ト
吹
付
約
1
5

7
0平
方
げ
)
2
6
3立
方

M
。
工
期
は
3
月
初
日
ま
で

で、

1
月
末
現
在
の
進
捗
率

は
約
加
%
。

7
日
に
は
報
道

陣
向
け
の
現
場
見
学
会
を

開
催
し
た
。

陽
光
建
設
の
石
崎
正
剛
執

行
役
員
施
工
・
安
全
部
長
は

「
当
初
単
管
の
予
定
だ
っ
た

が
、
工
期
内
に
法
面
工
事
を 発行所
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完
成
さ
せ
る
工
法
を
検
討
し

た
結
果
、
工
期
厳
守
と
施
工

時
の
見
栄
え
の
良
さ
か
ら
マ

ル
チ
ア
ン
グ
ル
工
法
採
用
に

踏
み
切
っ
た
」
と
話
す
。

採
用
し
た
足
場
は
、
日
綜

産
業
の
司
法
面
作
業
構
台

マ
ル
チ
ア
ン
グ
ル
工
法
」
、

法
面
の
ア
ン
カ
ー
工
事
な
ど

で
機
械
構
台
や
乗
り
入
れ
構

台
と
し
て
使
用
す
る
ユ
ニ
ッ

ト
足
場
。
固
定
部
材
を
シ
ス

テ
ム
化
し
た
ワ
ン
タ
ッ
チ
式

の
ク
サ
ビ
式
ク
ラ
ン
プ
に

よ
り
ハ
ン
マ
ー
1
本
で
簡
単

に
組
立
・
解
体
が
可
能
と

な
っ
た
。

ク
サ
ビ
式
足
場
支
保
工
の

ニ
ッ
ソ
ワ
3
Sシ
ス
テ
ム
を

べ
1
ス
に
、
多
彩
な
部
材
を

組
み
合
わ
せ
、
法
面
工
事
に

お
け
る
安
全
性
や
施
工
性
を

向
上
さ
せ
て
い
る
。

佐
々
木
健
現
場
代
理
人
は

「
足
場
ル
l
ル
が
厳
格
化
さ

れ
た
な
か
、
こ
の
足
場
は
安

全
性
と
施
工
性
に
加
え
、
工

期
短
縮
に
大
き
く
寄
与
で
き

る
工
法
」
と
現
場
の
工
夫
と

効
果
を
語
っ
た
。

…寸
1
1
1
1
1
1
u


